
～「生物多様性」を企業戦略と地域活性化の推進力に　～

滋賀経済同友会の新たな挑戦
生物多様性交流フェア　公開フォーラム
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参加申込みFAX 滋賀経済同友会 行 申込み締め切りは

10月12日（火）まで
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　主催：滋賀経済同友会  企業と生物多様性研究会　
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金山駅
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会　場

地下鉄
名港線

1番出口より
徒歩10分

滋賀経済同友会では 2009 年 4 月、生物多様性保全を「生活と経済を持続するための鍵」であるととらえ、企業がそ

の責務を負うための具体的な行動指針を含む「琵琶湖いきものイニシアティブ」を発表しました。本フォーラムでは、

琵琶湖いきものイニシアティブが目指す理念、企業や地域の特性を活かした活動の様子をご紹介いたします。
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●参加ご希望の方は下記申込書に必要事項をご記入の上、同友会事務局宛にFAXまたはメールにてお申込みください。
●参加票は交付いたしませんので、特にこちらからの連絡がない場合は、直接会場にお越しください。
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名古屋学院大学体育館 小会場1

●開会挨拶・基調報告
滋賀経済同友会 代表幹事　大道 良夫
      琵琶湖いきものイニシアティブが目指すもの

●事例発表
コメンテーター　足立 直樹 氏 
（株式会社レスポンスアビリティ代表） 　

・事例１： 観光業の挑戦
           ～地域の「物語」を経営戦略の要に～

・事例２： 金融業の挑戦
           ～環境経営評価への生物多様性の導入～

・事例３： 地域活動と連携した多様な参画の可能性

・事例４： 地域の人と自然の絆の再生

・事例５： 企業ネットワークと行政・琵琶湖博物館の
　　     連携による新たな保全の仕組み

●閉会挨拶
滋賀経済同友会 代表幹事　桂　賢

会場
生物多様性フェア会場
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